
(1)細0号
と も し び 2001年7月1日

● び0重・?篇 
ヽ 

人 

し 
o 協 

∠ゝ 
なで 

東 第30号富 

・〇年の活動を振り返って(1P)

・第四十四回通常総会関係(3P、 4P、 5P)

・諦念講演「仕事と私」羽田澄子氏(6P)

一
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

東
京
支
部
長

坂
上
栄
美
子

梅
雨
明
け
も
間
近
で
し
ょ
う
。
皆
様
お

元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
度
の
支
部
活
動
に
、
皆
様

は
何
回
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
。
参
加
さ
れ

て
の
ご
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。

九
年
ぶ
り
に
全
国
総
会
を
東
京
支
部
で

開
催
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
と
大

勢
の
ご
出
席
の
お
陰
で
、
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
総
会
に
つ
い
て

は
、
本
部
会
報
「
I
A
U
W
」
2
0
2
号

に
、
「
開
催
支
部
報
告
」
と
し
て
概
要
を
ご

報
告
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
計
報
告

は
「
と
も
し
ぴ
」
本
号
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
部
の
通
常
の
活
動
も
、
大
勢
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
、
元
気
な
委

員
た
ち
が
張
り
切
り
ま
し
た
。
多
く
の
方

に
助
け
て
い
た
だ
い
て
、
大
き
な
講
演
会

も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
六
回

の
講
演
会
に
、
延
べ
一
六
二
人
の
一
般
の

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
特

に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

ま
た
新
た
に
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
発
足

し
ま
し
た
。
「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
と
「
源

氏
物
語
を
読
む
会
(
二
)
」
で
す
。
従
来
の

サ
ー
ク
ル
同
様
、
新
会
員
獲
得
と
会
員
相

互
の
親
睦
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
源
氏
」
の
方
は
、
私
が
講
師
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
求
め

る
現
代
女
性
の
心
に
充
分
応
え
て
く
れ
る

作
品
で
も
あ
り
、
皆
で
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

昨
今
は
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
大
学
婦
人
協
会
に

限
っ
て
は
、
そ
れ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
事
務
所
は
年
中
、
会

員
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
大
勢
が
集
ま
れ

ば
、
時
に
は
意
見
や
考
え
方
の
違
い
も
当

然
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
興
味
深
く
、

ま
た
お
互
い
か
ら
学
ぶ
こ
と
や
啓
発
さ
れ

る
こ
と
が
と
て
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
人
間
関
係
の
中
で
、
よ
り
充
実
し
た
人

生
を
元
気
に
生
き
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
貰
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
度
の
新
入
会
員
は
三
十
九

名
と
、
賛
助
会
員
は
十
名
で
す
。
新
入
会

員
の
皆
様
は
、
最
初
は
ち
ょ
っ
と
尻
込
み

さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
中

に
一
歩
入
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に

仲
間
に
な
れ
ま
す
よ
。

今
年
度
も
、
委
貝
一
同
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
、
色
々
企
画
中
で
す
。

こ
の
一
年
は
多
忙
で
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
継
続
で
き
る
勉
強
会

も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
意
見
ご
参
加
を
お
待
ち
い

た
し
ま
す
。
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事
業
報
告
・
予
定
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1
一

4
・
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5
・
2
8

6
・
5

6
・
2
7

J
A
U
W

第
初
回
通
常
総
会

東
京
支
部
総
会

記
念
講
演
「
仕
事
と
私
」

講
師

羽
田

澄
子
氏

見
学
会

旧
古
河
庭
園

講
演
会
「
も
っ
と
楽
し
く
美
し

く
生
き
る
た
め
に
」

講
師

湯
川
れ
い
子
氏

請
演
会
「
テ
レ
ビ
記
者
の
見
た

ア
メ
リ
カ
大
統
領
」

講
師

末
延

吉
正
氏

"
と
も
し
び
〃
第
0
0
号
発
行

了
・
2
5

1
。
.
1
4
 
1
3
一

1
0
・
幻

1
2
・
1
2」‖同

山

1
.
9

3
・
l

羽
田
監
督
映
画
ビ
デ
オ
鑑
賞
会

「
安
心
し
て
老
い
る
た
め
に
」

講
演
会

石
井
美
樹
子
氏

J
A
U
W
全
国
セ
ミ
ナ
ー

於
国
立
女
性
教
育
会
館

講
演
会

木
村

利
人
氏

諦
演
会
「
導
電
性
高
分
子
の
発

見
と
ノ
ー
ベ
ル
賞
」

講
師

島

美
喜
子
氏

新
春
の
つ
ど
い

(
本
部
主
催
)

国
内
奨
学
金
贈
呈
式

(
本
部
と
共
催
)

"
と
も
し
び
〃
第
3
1
号
発
行

了
月
以
降
の
事
業
は
、
具
体
的
に
決
ま

り
次
第
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。



第30号(2)びしも>
」

2001年7月1日

東
京
支
部
総
会
報
告

書
記

木
村

和
子

二
〇
〇
一
年
支
部
総
会
は
、
四
月
二
十

一
日

(
土
)

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

支
部
会
員
総
数
五
一
五
名
中
、
総
出
席

者
数
九
十
五
名
、
有
効
委
任
状
二
四
〇
通

で
総
会
は
成
立
。

坂
上
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
議
事
に
入

り
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算

報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
承
認
さ

れ
た
。
次
に
二
〇
〇
一
年
度
事
業
計
画
案
、

予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
第
四
十
四
回
通
常

総
会
残
金
を
「
雑
収
入
」

に
繰
り
入
れ
る

こ
と
、
「
基
本
金
積
立
」
は
「
繰
越
金
」
に

合
算
す
る
こ
と
を
含
め
て
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
通
常
総
会
報
告
が
支
部
長
よ
り

あ
り
、
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が

行
わ
れ
承
認
さ
れ
、
議
事
は
終
了
し
た
。

次
い
で
l
A
U
W
山
本
会
長
の
ご
挨
拶

が
あ
り
、
通
常
総
会
は
内
容
が
あ
り
楽
し

く
盛
会
で
あ
っ
た
こ
と
、
支
部
委
員
へ
の

慰
労
の
言
葉
、
さ
ら
に
会
員
増
加
へ
向
け

て
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

記
念
諮
演
は
、
記
録
映
画
監
督
羽
田
澄

子
氏
に
よ
る
「
仕
事
と
私
」
と
い
う
題
で

行
わ
れ
た
。
心
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を

実
践
さ
れ
て
い
る
羽
田
氏
の
有
意
義
な
お

話
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2001年度予算

2001/4 / 1 -2(畑2/3/31

(単位:円)

2000年度大学婦人協会東京支部決算報告書

2000/4 / 1 -2001/ 3 /31

収入の部

科 目 子持額 決算額 差 額 脱 字 予節靭 備 考 

I 会 賞 収 入 1.50,0調) l.磯鶏.00) -117.(調) 1.50.0α) 

Ⅱ 基本財産利息収入 25,(X調 12.681 ー12.319 15,00 

Ⅲ 運用財産利息収入 1.(議) 鈍0 -00 1.(X調 

Ⅳ 寄 付 収 入 300,(X調 436,1望) 136.100 /母〇、サークル、鍬満会一般参加費、他 300.00) バザー、サークル、縞満会一飯参加費、他 

V 通常轡会本部補助金 300.0α) 300.(X調 0 (本年度のみ) 

Ⅵ 通常総会参加賞 (殺),0α) 759.(議) 99.(議) 3,(X畑×2鵜口(本年度のみ) 

Ⅷ 雑 収 入 20.6α) 20.6α) 0 入会遭付金、賞助会員遭付合 92.437 入会遭付会、賞助会員遭付金、他 

当 期 収 入 合 計 2.純峨.6α) 2.912.371 105.771 1.008.437 

駒∴朋 繰 越 金 8鎌).685 8敦).倣5 0 821.465 

収 入 合-∴,汁 3.697.285 3.003.056 105.771 2.729.002 

科 目 予算胡 決算額 羞∴∴叡 備 考 予筑額 記 章 

I 哲 理 賞 l,(鳩O.(X調 1.018.335 -21.665 1.0飲).00) 

(l)備 品 費 柳,0α) 0 -20.0億) 

コピー代、封筒、他 

20.()α) 

コピー代、封筒、他 (2)消 耗 品 質 120.(東調 137.135 17.135 140.(煩) 

(3)印 刷 製 本 賞 30,(00 56.155 26.155 支部のお知らせ、振り込み用紙、他 30.0α) 支部お知らせ、他 

(4)通 信 費 320.(X鳩 3α).315 -19.俄獅 支部お知らせ、ともしぴ、本部会報、他 320,0α) 支部お知らせ、ともしぴ、本部会報、他 

(5)交 通 費 70.(X調 63.900 -6.020 

本部へ分担金 

70.(X畑 

本部へ分担金 (6)事∴務 所 費 120.00 120.0α) 0 120,(X畑 

(7)事∴赫 手 当 300.(×調 執0.7望I -19.2額) 事務員給粁一節負担、他 300,(00 事糖月給科一部負担、他 

Ⅱ 運 営 費 150.(X調 65,2劇 一針,766 130.(X調 

(l)総 会 賞 鎌).(X畑 19.169 -70.831 会場費、マイク代、葉子代、他 70.00) 会場費、他 

(2)委 貝 会 費 00.00 46.(脆5 -13.935 00.00) 

Ⅲ 事 業 費 1,600,(議〕 1.687.022 27.022 7脚.0調) 

(1)一 般 事 業 費 00.(X灯 528,022 -71.978 ともしぴ(2回)、鍬満会、寄lれ他 6額).00) ともしぴ(2回)、鱗浪合、寄付、他 

(2〉 通常総会関係 鈍0.(X調 1.059,(×調 99,(X畑 (本年度のみ) 

1(",00) 国内奨学金寄付 (3)国 内 奨 学 金 100.m) 100.00) 0 国内奨学金寄付 

Ⅳ 雑 費 20.0議) 11,0α) -9.(X鳩 香典、事務所茶薬代 20.0α) 茶葉代、他 

V 子 機 貫 20.(X畑 0 -20.00 20,0α) 

Ⅵ 基 本 金 標∴立 狐,(議) 200.(X調 0 貸付信託 0 

当 期 支 出 合 計 3.0敦).(東鳩 2,981.591 -108.4(鳩 1.900.(議) 

次 期 繰 越∴盆 007.285 82l.465 214.180 749,敦)2 

支∴∴出 合 計 3.697.285 3,歓購.056 105.771 2.729.敦)2 

凝縮収入には、 」AUW第44回通常総

会残金46.837門を含む

2001年3月31日数俺

樵本金財政状況:則寸偉さ Y1書,300.(煩)……中央三井信託銀行新宿西口支店

運用財産状況:繰越金 半絞1,465 常道預金 嘗814.飢5……中央三井信託銀行新宿西口支店

現 金 y6. 820

会 計 小池 朋子 小坂 順子 01/4/6現在

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており間違いないことを証明いたします

2001午4月16円 会計監査 此劇間瀬乃 高井 敬子 (印省略)



(3)第30号
と も し び 2001年7月l日

㈱大学婦人協会第44回通常総会決算報告書

東京支部

収入の部 2001,/4/10 (単位:円)

科 目 決算額 備 考 

工 寄 付 収 入 41,000 支部有志寄付2l,(X畑、お祝儀20,000 

Ⅱ 本 部 補 助 金 3(畑,0飢) 

Ⅲ 参 加 費 759,0(調 8,000×2韓日(欠席者分含む) 

Ⅳ 諸 経 費 徴 収 分 2,809,0(調 

(1)懇 親 会 1,416,0飢) 8,000×177口 

(2〉 総 会 昼 食 費 442,000 2,000×221口 

(3)レクチャー参加費 681,600 5,0映)×135口 3,00×2口 

(4)バスツアー参加費 270,000 6,0α)×45口 

通常総会収入合計 3,909,000 

支出の部

科 目 決算額 備 考 

I 会 場 費 912,242 

(1)会 場 使 用 料 8(購,213 

(2)看板(吊、立) 80,043 

(3)ピアノ、OHP使用料 25,986 

Ⅱ 準 備 事 務 費 121,084 通信費36,095、印刷代55,撚2、その他 

Ⅲ 諸 経 費 支 払 分 2,787,394 

(1)懇 親 会 1,529,312 180名分飲食費、演奏者謝礼7万、花その他 

(2)総会昼食費コーヒー代 461,701 222名分昼食費、231名分コーヒー代 

(3)支部長会コーヒー代 19,599 理事支部長47名分 

(4)レ ク チ ャ
ー 

531タ841 139名分夕食費、講師謝礼5万、資料代その他 

(5)バ ス ツ ア ー 
2紘,941 45名分食事代、バス代8万4千、寛永寺謝礼5万その他 

(6)カナダ大使館訪問 10,(X畑 カナダ大使館諦師謝礼1万 

(7)事 務 所 訪 問 0 

Ⅳ そ の 他 41,443 職貝手当1万2千、宿泊費補助、写真その他 

通常総会支出 合計 3,862,163 

残 金 46,837 2(調1年度東京支部通常会計に繰入 

支 出 合 計 3,909,000 重量重量重量」 

会 計 山崎 邦子 小池 朋子

厳正なる監査の結果、正確に記載されており間違いないことを証明致します。

2001年4月16日 会計監査 比留間淑乃 高井 敬子 (印省略)



第30号(4)びしもY
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2001年7月1日

第
四
十
四
回
通
常
総
会
報
告

副
支
部
長

山
崎

邦
子

三
月
三
十
一
日
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

私
学
会
館
に
て
午
後
一
時
よ
り
臨
時
理
事

会
を
皮
切
り
に
評
議
員
会
、
支
部
長
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
、
一
連
の
総
会
関
連
行
事

が
始
ま
っ
た
。

そ
の
日
は
夕
方
よ
り
満
開
の
桜
に
小
雪

の
ち
ら
つ
く
寒
い
一
日
で
あ
っ
た
が
、
六

時
か
ら
の
懇
親
会
に
は
全
国
か
ら
、
一
七

七
名
も
の
会
員
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

歴
代
会
長
の
ご
紹
介
や
典
理
ヨ
シ
コ
さ
ん

の
熱
唱
に
会
場
は
外
の
寒
さ
を
忘
れ
さ
せ

る
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
他
支
部

の
会
員
と
の
和
や
か
な
歓
談
に
楽
し
い
ひ

懇親会で唱う眞理ヨシコさん

と
と
き
を
す
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

翌
四
月
一
日
の
総
会
は
出
席
者
二
二
五

名
で
開
会
さ
れ
た
。
議
長
に
山
本
会
長
が

選
出
さ
れ
、
逝
去
会
員
九
名
の
た
め
に
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
続
い
て
総
務
・
各
委

員
会
・
各
支
部
の
報
告
が
行
わ
れ
、
昼
食

を
挟
ん
で
、
会
計
報
告
、
二
〇
〇
一
年
度

の
各
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が
審
議
さ
れ

た
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
度
国
庫
補
助
事

業
と
第
二
十
七
回
I
F
U
W
総
会
に
つ
い

て
、
各
委
員
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

全
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
活
発
な

活
動
の
報
告
と
事
業
計
画
に
時
間
の
押
す

の
が
心
配
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
が
、
最

後
に
第
四
十
五
回
総
会
が
神
戸
で
二
〇
〇

二
年
四
月
十
三
、
十
四
日
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
承
諾
さ
れ
て
閉
会
と
な
っ
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
(
.
〇
1
・
4
・
1
)

カ
ナ
ダ
の
夕
べ

「
-
F
U
W
に
つ
い
て
」

青
木
怜
子
氏

「
カ
ナ
ダ
ご
紹
介
」

大
川
英
雄
氏

総
会
の
熱
心
な
討
議
で
の
疲
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
三
〇
名
余
の
参
加
者
で
「
大

雪
」

の
問
は
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

青
木
I
F
U
W
第
一
副
会
長
は
、
国
際

会
議
が
い
か
に
進
め
ら
れ
る
か
、
本
会
議

の
前
後
に
開
か
れ
る
評
議
員
会
の
こ
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
こ
と
な
ど
、
豊
か
な

経
験
か
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

九
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
の
一
つ

(
教
育
を

通
し
て
平
和
を
酸
成
し
よ
う
)

で
司
会
を

さ
れ
る
田
中
正
子
会
見
の
コ
メ
ン
ト
も
い

た
だ
い
た
。

大
川
元
在
カ
ナ
ダ
大
使
は
0
・
H
・
P

を
使
っ
て
の
「
カ
ナ
ダ
ご
紹
介
」
。
内
容
は

多
彩
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
の
建
国
と
「
ケ
ベ

ッ
ク
」

の
こ
と
。
一
国
内
の
時
差
が
四
時

間
三
十
分
も
あ
る
広
大
な
国
土
。
地
理
的

え
方
な
ど

い
か
に
米

国
と
は
違

う
か
。
国

連
の
平
和

維
持
に
対

す
る
考
え

方
、
中
国

キ
ュ
ー
バ

と
の
関
係

な
ど
。

延
長
で
は
あ
っ
て
も
、
歴
史
、
文
化
、

美雄氏考大川

自
ら
の
資
金
を
提
供
し
、
公
邸
を
た
で

た
初
代
駐
日
外
交
代
表
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・

マ
ー
ラ
ー
氏
。
後
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
彼

か
ら
の
情
報
を
重
視
す
る
程
の
知
日
派
の

ノ
ー
マ
ン
氏
は
日
本
育
ち
で
あ
る
。

仏
系
カ
ナ
ダ
文
学
の
短
編
集
の
訳
・
編

も
さ
れ
て
い
る
大
川
氏
は
カ
ナ
ダ
の
文
学

に
つ
い
て
も
く
わ
し
い
。
「
石
の
天
使
」
の

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ロ
レ
ン
ス
、
「
泥
棒
家

族
」

の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ツ
ト
な

ど
の
作
家
の
他
、
ま
だ
ま
だ
お
話
し
し
き

れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
赤
毛
の
ア
ン
」
や
旅
行
者
む
け
の
情
報

か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
実
っ
た
「
カ
ナ
ダ
」

が
う
か
が
え
、
明
日
の
大
使
館
見
学
へ
の

期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
な
ご
や
か
に
「
夕

べ
」
は
暮
れ
た
。

(
三
森

紀
子
)
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見
学
会
①
(
.
〇
1
・
1
・
2
)

バ
ス
ツ
ア
ー

皇
居
と
寛
永
寺

三
月
末
の
冷
た
い
風
雨
を
じ
っ
と
耐
え

た
桜
の
花
が
見
事
に
満
開
。
皇
居
と
東
叡

山
寛
永
寺
に
春
を
楽
し
む
。

皇
居
は
桔
梗
門
よ
り
富
士
見
棺
を
見
上

げ
な
が
ら
宮
殿
東
庭
へ
。
石
垣
と
椙
を
あ

わ
せ
約
三
十
メ
ー
ト
ル
の
富
士
見
櫓
は
明

暦
の
大
火
で
焼
失
し
た
天
守
閣
の
代
わ
り

を
果
た
し
た
と
い
う
が
、
海
は
る
か
沖
合

に
遠
の
き
、
高
層
ビ
ル
の
林
立
す
る
東
京

を
い
か
に
眺
め
て
い
る
だ
ろ
う
。
一
般
参

賀
の
行
わ
れ
る
宮
殿
東
庭
で
長
和
殿
と
見

事
な
築
山
、
二
重
橋
を
眺
め
、
桜
と
芽
吹

い
た
柳
の
若
緑
が
心
和
ま
せ
る
蓮
地
溝
の

ほ
と
り
を
進
み
、
東
御
苑
を
散
策
、
一
周

し
た
。
昼
食
は
、
満
開
の
桜
を
映
す
不
忍

池
の
ほ
と
り
「
伊
豆
集
」
で
鰻
重
に
舌
鼓
。

午
後
は
視
線
院
住
職
涌
井
正
明
氏
に
ご

案
内
い
た
だ
き
、
五
代
綱
吉
公
・
八
代
吉

宗
公
の
御
霊
噺
、
十
五
代
慶
喜
公
謹
慎
の

「
葵
の
間
」
を
め
ぐ
る
。
青
銅
製
で
支
柱

が
宝
塔
の
上
か
ら
地
中
ま
で
通
り
地
震
で

も
揺
ら
が
な
い

「
五
代
さ
ん
」

の
立
派
な

墓
、
そ
れ
に
比
べ
質
素
で
脇
に
櫛
の
木
が

植
え
ら
れ
て
い
る
「
八
代
さ
ん
」
、
自
ら
大

政
奉
還
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
朝
敵
と
さ

れ
、
「
葵
の
間
」
に
一
人
端
座
し
謹
慎
恭
順

東京支部の参加者たち

の
姿
勢
を
示
し
た
慶
喜
(
け
い
き
)
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背
景
を
思
い
な
が
ら
涌

井
住
職
の
お
話
を
興
味
深
く
伺
っ
た
。
良

き
一
日
を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
委
員
の

方
々
に
感
謝
。

(
藤
田

典
子
)

見
学
会
②
(
刑
・
4
・
2
)

カ
ナ
ダ
大
使
館

カ
ナ
ダ
大
使
館
を
訪
問
し
た
の
は
、
約

八
十
名
。
ま
ず
は
、
地
下
二
階
ロ
ビ
ー
に

て
大
使
館
ご
厚
意
の
コ
ー
ヒ
I
と
ク
ッ

キ
ー
の
お
も
て
な
し
を
受
け
、
本
格
的
設

備
の
シ
ア
タ
ー
へ
案
内
さ
れ
た
。
大
使
館

側
の
窓
口
と
し
て
当
見
学
会
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
広
報
文
化
部
教

育
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
官
ジ
ー
ン
・
マ

ユ
ダ
氏
か
ら
ご
挨
拶
。
同
部
一
等
書
記
官

(
報
道
担
当
)

ジ
ユ
ニ
フ
ァ
ー
・
ウ
ッ
ド

氏
の
司
会
で
、
レ
ク
チ
ャ
ー
、
館
内
見
学
、

そ
の
後
の
質
疑
応
答
が
進
め
ら
れ
た
。
講

師
の
大
賀
恵
美
子
氏
は
㈱
日
本
カ
ナ
ダ
教

育
文
化
交
流
財
団
理
事
長
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
日
加
交
流
活
動
に
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
ご
経
験
に
基
づ
き
、
カ
ナ
ダ
に
お
け

る
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

「
プ
ラ
ー
ス
・
カ
ナ
ダ
」
と
名
付
け
ら
れ

た
現
在
の
カ
ナ
ダ
大
使
館
庁
舎
は
一
九
九

一
年
に
開
館
。
長
四
角
形
の
基
部
一
-
三

階
に
三
角
形
の
上
層
四
階
が
重
な
る
構
造

で
、
赤
坂
に
そ
び
え
た
つ
そ
の
姿
は
ま
さ

に
現
代
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
。
か
た
や
、

一
九
三
三
年
に
公
使
館
と
し
て
完
成
し
た

「
マ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
」
(
現
大
使
公
邸
)

に

は
古
き
佳
き
時
代
が
そ
の
ま
ま
息
づ
く
と

い
う
好
対
照
。
四
階
テ
ラ
ス
の
カ
ナ
ダ

シアターにて

大賀恵美子氏

ガ
ー
デ
ン
は
、
石
と
水
と
ブ
ロ
ン
ズ
を
用

い
た
モ
ダ
ン
な
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
枯

山
水
式
日
本
庭
園
や
イ
ヌ
イ
ッ
ト
ゆ
か
り

の
作
品
も
配
す
る
な
ど
、
伝
統
と
歴
史
を

敬
愛
す
る
精
神
が
表
れ
て
い
た
。

締
め
く
く
り
に
マ
エ
ダ
氏
は
、
カ
ナ
ダ

で
は
成
人
教
育
が
盛
ん
で
あ
る
と
誘
い
を

込
め
て
強
調
。
彼
の
地
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

立
つ
自
身
の
姿
を
ふ
と
思
い
浮
か
べ
た
の

は
、
私
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。(

菊
池

薫
)

見
学
会
③
(
刑
・
4
・
2
)

大
学
婦
人
協
会
事
務
所
訪
問

多
数
の
会
員
の
方
が
た
が
訪
ね
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
「
よ
か
っ
た
」
の
お
礼
の
手

紙
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
い
つ
で
も
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。
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東
京
支
部
総
会
話
念
講
演
(
刑
・
4
・
2
 
1
)

「
仕
事
と
私
」

詫
録
映
画
監
督

羽
田
澄
子
氏

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
「
仕
事
を
す
る
人
間
に

な
り
た
い
」
と
思
わ
れ
た
の
は
、
女
学
校
に

入
る
頃
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
自
由
学
園
の

三
年
間
日
本
で
寮
生
活
さ
れ
た
他
は
、
少

女
期
を
ほ
と
ん
ど
大
陸
で
過
ご
し
、
そ
こ

で
終
戦
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
羽
田
さ

ん
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
考
え
る
と
き
、
大

き
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
良
妻
賢
母
の
教
育
に
反
発
し
な

が
ら
、
母
堂
の
蔵
書
の
中
の
羽
仁
も
と
子

さ
ん
の
著
作
に
共
鳴
さ
れ
、
自
由
学
園
を

自
ら
進
学
先
と
決
め
た
の
も
、
現
在
の
監

督
の
道
に
通
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
と
い

う
の
も
、
終
戦
後
、
就
職
も
ま
ま
な
ら
な

い
時
代
に
、
岩
波
映
画
製
作
所
を
羽
仁
読

手
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は
、

岩
波
写
真
文
庫
に
入
り
有
名
な
報
道
写
真

家
、
名
取
洋
之
助
氏
の
下
で
、
本
の
組
み

立
て
方
、
写
真
の
語
ら
せ
方
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

や
が
て
、
岩
波
映
画
製
作
所
に
入
り
、

い
わ
ゆ
る
男
社
会
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
の
人
た
ち
と
働
い
た
こ
と
は
、
自
由

学
園
の
柔
軟
な
発
想
の
教
育
と
相
ま
っ
て

羽
田
さ
ん
の
視
野
を
ま
す
ま
す
広
げ
て
い

っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

初
め
て
手
が
け
た
作
品
は
昭
和
二
十
九

年
の
「
村
の
婦
人
学
級
」
で
し
た
が
、
戦
後

民
主
主
義
の
瑞
々
し
い
思
い
を
こ
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
そ
の

後
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
作
る
上

で
の
べ
-
ス
に
な
っ
て
お
り
、
被
写
体
の

人
た
ち
と
き
ち
ん
と
し
た
信
頼
関
係
を
結

ぶ
大
切
さ
も
知
り
、
今
日
ま
で
そ
の
姿
勢

を
貫
い
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

社
会
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
る
一
方
、

美
の
世
界
に
遊
ぶ
作
品
も
多
く
、
昭
和
五

十
二
年
、
「
薄
墨
の
桜
」
で
世
の
注
目
を
浴

び
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
、
「
早
池
峰
の
斌
」

で
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
貨
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
岩
手
県
の
北
上
山
地
の
主

峰
、
早
池
峰
の
山
麓
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

山
伏
が
舞
っ
た
と
い
う
神
楽
を
、
映
像
に

収
め
た
も
の
で
す
。
そ
の
経
緯
は
本
に
も

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
記
録
映
画
が
出
来

上
が
る
ま
で
の
大
変
さ
と
と
も
に
、
村
の

人
た
ち
と
の
交
流
の
豊
か
さ
に
感
動
い
た

し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
に
完
成
し
た
「
痴
呆
性
老

人
の
世
界
」
は
、
平
成
二
年
の
「
安
心
し

て
老
い
る
た
め
に
」
を
作
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
人
間
に
対
す
る
や
さ
し
い

ま
な
ざ
し
と
、
常
に
社
会
に
問
い
か
け
て

い
く
姿
勢
は
、
介
護
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
映
画
の
制
作
へ
と

向
か
わ
せ
た
の
で
す
。

先
駆
的
女
性
た
ち
の
活
動
に
も
興
味
を

持
ち
続
け
て
い
ら
し
た
羽
田
さ
ん
は
、
目

下
「
平
塚
ら
い
て
、
つ
」
の
作
品
の
仕
上
げ

に
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

"
チ
ャ
ン
ス
は
い
つ
も
ア
ン
テ
ナ
を
張

っ
て
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
ょ
う
〃
と
私
た
ち

に
も
元
気
を
分
け
て
下
さ
り
、
羽
田
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
福
田

文
子
)

見
学
(
.
〇
1
・
5
・
2
8
)

旧
古
河
庭
園

年
代
を
感
じ
さ
せ
る
樹
木
の
敷
か
ず
。

垣
間
見
え
る
花
は
な
。
入
国
す
る
前
か
ら

期
待
に
心
が
は
ず
む
。

大
正
初
期
の
様
式
を
と
ど
め
る
貫
重
な

存
在
、
都
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
本
館

は
(
財
)
大
谷
美
術
館
が
管
理
に
あ
た
る
。

見
学
の
心
得
を
伺
っ
た
ホ
ー
ル
に
は
大
理

石
の
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
。
次
は
ビ
リ
ヤ
ー

ド
の
部
屋
。
シ
ッ
ク
な
壁
紙
。
大
き
な
台

の
重
み
に
耐
え
ら
れ
る
構
造
。
書
斎
か
ら

応
接
室

へ
。
こ
こ

は
庭
園
の

バ
ラ
が
よ

く
見
え
る

「
バ
ラ
の

間
」
。
天
井

が
果
物
の

彫
刻
で
飾

ら
れ
た
食

堂
の
、
音
響
の
工
夫
と
壁
面
の
バ
ラ
の
彫

刻
。
当
時
の
日
本
の
職
人
の
技
に
も
感
動
。

二
階
で
は
、
洋
風
空
間
の
中
に
、
和
の
空

間
が
見
事
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
床
の

間
の
部
屋
は
真
の
造
り
、
設
計
者
の
ジ
ョ

サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
博
士
の
工
夫
で
あ

る
。古

河
家
三
代
目
当
主
の
財
閥
と
し
て
の

苦
悩
の
話
。
震
災
時
、
宿
泊
所
や
治
療
棟

に
提
供
し
、
地
元
の
人
々
に
貢
献
し
た
話
。

博
士
が
日
本
に
残
し
た
そ
の
他
の
敷
か
ず

の
業
績
。
学
芸
員
の
女
性
の
解
説
に
心
意

気
を
感
じ
な
が
ら
庭
園
へ
。

洋
風
庭
園
は
バ
ラ
が
見
頃
、
当
時
の
貴

族
た
ち
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
る
。

大
勢
の
見
学
者
と
と
も
に
日
本
庭
園
へ
移

動
。
大
き
な
雪
見
灯
篭
が
池
や
周
囲
の
緑

に
映
え
、
荘
重
な
趣
き
。
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ

で
の
昼
食
。
爽
や
か
な
初
夏
を
満
喫
し
た

一
日
だ
っ
た
。

(
橋
本
津
栄
子
)
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(7)第30号

"
声
の
ひ
ろ
ば
〃

「
初
夏
の
ひ
と
り
ご
と
」

卒
寿
に
近
い
社
会
の
先
達
の
記
し
た
新

聞
記
事
に
眼
が
止
ま
り
ま
し
た
。
「
い
つ
の

時
代
も
せ
い
い
っ
ぱ
い
生
き
る
」
と
。

堤
鎌
と
、
背
筋
を
伸
ば
し
胸
を
張
り
、

力
強
く
歩
く
お
姿
を
よ
く
お
見
か
け
し
ま

す
。
冒
頭
の
精
神
で
生
き
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
だ
と
い
う
思
い
が
お
会
い
す
る
た
び

よ
ぎ
り
ま
す
。
(
先
方
は
ご
存
知
な
い
の
で

す
が
)
今
も
お
疲
れ
の
様
子
も
な
く
現
役

で
仕
事
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
不
自
由
な
身
体
を
意
に
介
せ
ず

一
生
懸
命
な
少
年
の
姿
に
接
し
、
思
わ
ず

感
動
に
胸
踊
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
昨

今
の
よ
う
な
少
年
事
件
の
影
を
払
拭
す
る

よ
う
な
さ
わ
や
か
さ
と
未
来
が
覗
か
れ
ま

す
。
人
の
心
に
元
気
を
奮
い
立
た
せ
て
く

れ
ま
す
。

先
日
、
箱
根
に
あ
る
サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ

ペ
リ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
彼
の
著
書
「
星
の
王
子
様
」

の
中
で
一
番
心
に
響
い
た
言
葉
は
、
「
心
で

見
な
く
ち
ゃ
も
の
ご
と
よ
く
見
え
な
い
っ

て
こ
と
さ
、
か
ん
じ
ん
な
こ
と
は
目
に
見

え
な
い
ん
だ
よ
。
人
問
っ
て
い
う
も
の
は

こ
の
た
い
せ
つ
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
ん

だ
よ
。
」

心
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
励
み
、
い

つ
の
時
代
も
せ
い
い
っ
ぱ
い
、
自
分
な
り

に
。

(
比
留
間
淑
乃
)

「
老
人
ホ
ー
ム
」

月
に
二
回
、
東
久
留
米
市
に
あ
る
特
別

賽
謹
老
人
ホ
ー
ム
へ
母
を
訪
ね
る
。
ピ
ン

ク
を
基
調
に
し
た
築
数
年
の
建
物
。
芝
生

の
周
り
に
四
季
の
花
々
が
植
え
ら
れ
て
い

る
。
訪
れ
る
の
は
大
抵
お
昼
ど
き
。
五
十

人
位
の
老
人
が
食
堂
で
食
事
を
し
て
い

る
。若

い
男
女
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
数
人
、

き
び
き
び
と
鋤
い
て
い
る
。
三
人
の
車
椅

子
の
老
人
た
ち
に
順
ぐ
り
に
、
ロ
の
中
へ

食
事
を
運
ん
で
あ
げ
て
い
る
女
性
と
日
が

合
っ
た
。
「
ご
苦
労
様
」
と
挨
拶
さ
れ
る
。

食
事
を
す
ま
せ
た
人
の
入
歯
を
素
手
で
洗

っ
て
あ
げ
て
い
る
若
い
女
性
。
私
は
母
の

入
歯
は
お
箸
に
挟
ん
で
洗
っ
た
。
こ
こ
で

見
る
限
り
「
今
ど
さ
の
若
い
も
の
は
」
な

ど
と
一
一
亭
え
な
い
。

窓
際
の
陽
の
当
る
場
所
に
い
た
母
が
私

を
見
つ
け
て
手
を
上
げ
た
。
ロ
ビ
ー
で
話

を
す
る
。
母
は
自
分
で
車
椅
子
を
操
作
す

る
。
九
十
五
才
。
脳
梗
塞
で
寝
た
き
り
だ

っ
た
人
だ
。
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
が
週
二
度
、

来
て
く
れ
る
と
言
う
。
六
十
代
前
半
と
お

ぼ
し
い
女
性
が
近
寄
っ
て
き
た
。
「
誰
?
」

と
私
を
指
す
。
「
娘
だ
に
」
母
は
信
州
弁
で

答
え
た
。
「
母
娘
で
入
居
で
き
て
い
い
で
す

ね
。
私
は
な
か
な
か
入
れ
て
貰
え
な
い
」

「
ど
こ
が
悪
い
の
で
す
か
」
「
顕
が
少
し
」

三
食
ケ
ア
付
き
、
あ
ん
な
親
切
な
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
た
ち
に
看
て
貰
え
る
の
な
ら
私

も
入
り
た
い
。

(
田

律
子
)

禽
V

▲
骨
▼

▲
骨

講
演
(
刑
・
6
・
5
)

「
も
っ
と
楽
し
く
美
し
く

生
き
る
た
め
に
」

講
師

湯
川
れ
い
子
氏

湯
川
さ
ん
世
代
に
と
っ
て
は
プ
レ
ス

リ
ー
だ
っ
た
ご
と
く
、
六
〇
年
代
の
若
者

が
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
聴
く
こ
と
は
い
わ
ば
令

の
確
認
だ
っ
た
の
だ
。
古
代
よ
り
音
楽
は

命
の
深
い
根
源
に
関
り
が
あ
り
大
切
な
も

の
で
あ
っ
た
。
西
洋
に
は
音
楽
療
法
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
音
の
持
つ
性
質
は
、

今
世
紀
に
は
よ
り
解
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

リ
ズ
ム
の
働
き
は
右
脳
を
活
性
化
し
、

コ
ー
ラ
ス
や
楽
器
の
演
奏
は
他
の
音
を
聞

く
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

原
点
で
あ
り
、
社
会
性
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
。
人
の
右
脳
の
発
達
に
は
、
母
の
子

守
歌
、
広
い
空
間
で
遊
び
、
楽
し
い
リ
ズ

ム
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
大
き
な
声
が
出

せ
て
伸
び
伸
び
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
な
ど
が
必
要
。
問
題
の
あ
る
子

供
は
幼
児
の
頃
、
こ
れ
ら
が
与
え
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
音
楽
は
、
自
閉
症
や
記
憶
喪
失
、

知
能
障
害
な
ど
の
人
々
の
生
き
る
シ
ス
テ

ム
を
活
性
化
さ
せ
る
力
も
あ
る
よ
う
だ
。

人
が
そ
の
時
聴
き
た
い
音
楽
が
そ
の
人

を
癒
す
。
だ
か
ら
す
べ
て
の
音
楽
は
と
-

リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
の
だ
。
な
ど
な

ど
。
湯
川
さ
ん
が
四
十
年
間
音
楽
を
通
し

て
見
え
て
き
た
も
の
が
講
演
の
内
容
で
あ

っ
た
。

楽
し
く
美
し
く
生
き
る
と
は
信
じ
た
こ

と
を
夢
中
で
や
る
と
い
う
こ
と
か
。
最
後

に
素
敵
な
音
楽
を
聴
き
、
大
声
で
歌
っ
て
、

皆
「
水
も
し
た
、
る
良
い
女
」
と
な
っ
て

帰
途
に
つ
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
英
国
の
施
設
で
の
、

幼
児
と
障
害
者
に
対
す
る
音
楽
療
法
の
よ

う
す
を
伝
え
る
ビ
デ
オ
は
感
動
的
で
あ
っ

た
。

(
片
柳

洋
子
)
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サ
ー
ク
ル
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

(
講
座
名
、
日
時
、
会
場
、
講
師
、
コ
メ

ン
ト
、
連
絡
先
順
に
記
し
ま
す
。
)

○
東
京
漫
歩
く
ら
ぶ

次
回
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
。

○
英
語
講
座

●
第
一
第
三
金
曜
日
十
時
-
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー

・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

読
書
会
の
楽
し
み
を
よ
り
深
め
よ
う
と

六
月
二
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

カ
ン
パ
ニ
ー
に
よ
る
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
(
於

東
京
グ
ロ
ー
ブ
座
)

を
観
劇
。
ま
た
、
九

月
上
旬
、
英
国
を
列
車
に
て
縦
断
す
る
ツ

ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
峯
川
正
子

(
食
〇
三
-
三
六
八
四
-
八
三
〇
七
)

○
楽
し
い
俳
句
会

・
第
三
水
曜
日
一
時
半
̃
三
時
半

・
I
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
柴
崎
宮
子
講
師

数
名
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
見
学
、
歓

迎
い
た
し
ま
す
。

・
海
老
原
典
子

(
魯
〇
三
-
三
三
五
一
-
五
〇
五
六
)

○
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

●
第
三
第
四
水
曜
日

十
時
半
̃
十
二
時
半

●
l
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
坂
上
栄
美
子
請
師

玩
如
」
の
巻
を
終
了
、
「
亜
蜜
の
巻
に

入
り
ま
す
。

●
平
田
宏
子

(
さ
〇
四
七
一
-
四
三
-
一
五
七
三
)

○
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

●
第
二
第
三
第
四
火
曜
日

十
時
-
十
二
時

・
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー

・
坂
上
栄
美
子
講
師

「
末
摘
花
」
の
巻
を
ま
も
な
く
読
み
了
え

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、
皆
熱
心
で
ほ

と
ん
ど
欠
席
者
な
し
。
J
A
U
W
の
新
入

会
者
に
限
り
、
入
会
受
け
入
れ
ま
す
。

・
中
山
律
子
(
雷
〇
三
-
三
三
三
六
-
四
六
二
八
)

○
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

・
第
三
火
曜
日
一
時
半
̃
三
時
半

・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

●
河
井
尚
子
講
師

総
会
や
講
演
会
で
、
講
師
の
デ
ザ
イ
ン

し
た
す
ぼ
ら
し
い
お
花
が
大
活
躍
。

数
名
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
山
崎
邦
子

(
書
〇
四
五
-
八
八
一
-
九
〇
〇
二
)

楽
し
い
俳
句
会
近
詠
(
ア
イ
ウ
エ
オ
順
)

花
い
か
だ
堀
の
か
た
ち
に
た
ゆ
た
へ
り

昭

子

蕉
風
の
終
り
つ
く
や
女
神
像

英

子

烏
渡
る
飛
べ
ぬ
女
の
バ
ス
旅
行

栄
美
子

薫
風
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
乱
反
射

刑
J
A
U
W
全
国
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

・
1
 
0
月
1
 
3
(
土
)
、
1
 
4
(
日
)
。

・
国
立
女
性
教
育
会
館
(
武
蔵
越
山
)

東
京
支
部
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
、
お
っ
て
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

街
柑
禍
熱
帯
魚
め
く
少
女
か
な

恭

子

邦

子

峠
越
す
一
両
電
車
陽
炎
へ
る

朋

子

莱
畑
や
大
地
の
乗
の
弧
を
な
せ
る

夏

子

海
鳴
り
を
遠
く
菜
の
花
日
和
か
な

典

子

夏
足
袋
の
漠
た
る
声
の
子
役
か
な

◇
お
願
い

〇
.
〇
1
年
度
会
費
、
未
納
の
方
は
お
早
目
に

お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

○
使
用
ず
み
切
手
、
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド

な
ど
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。
年
末
、
中

野
盲
人
自
立
セ
ン
タ
ー
に
届
け
て
い
ま

す
。

◇
訂
正

(
第
2
9
号
)

2
ペ
ー
ジ

大
川
義
雄
-
大
川
英
雄

7
ペ
ー
ジ

托
鉢
の
美
男
の
沙
弥
や
風
薫
る

文

子

瑞

穂

手
話
交
す
静
か
な
空
間
風
薫
る

洋

子

川
宿
や
三
十
年
振
り
の
河
鹿
笛

淑

乃

大
関
の
孤
独
引
き
ず
る
歩
み
か
な

岩
田

玲

子

ぶ
る
る
ん
と
君
の
の
ど
過
ぐ
わ
ら
び
も
ち

全
国
総
会
-
全
国
セ
ミ
ナ
ー

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
詰

山
下

玲

子

紙
魚
兵
団
沙
翁
全
集
攻
め
あ
ぐ
ね

講
師
・
宮

子

○
川
の
流
れ
、
森
を
わ
た
る
風
、
潮
の
音
。

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
深
呼

吸
を
く
り
返
す
…
。
(
湯
川
さ
ん
の
講
演
よ

り
)
。
ほ
ん
の
二
-
三
分
間
を
こ
ん
な
に
も

奥
深
く
豊
か
に
す
ご
せ
る
と
は
!

○
原
稿
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

と
も
し
び
三
〇
号

発
行
日

二
〇
〇
一
年
七
月
一
日

発
行
社
団
法
人
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

と
も
し
び
編
集
係

〒
肌
個
新
宿
区
左
門
町
十
一
番
六
二
〇
一
冊
〇
三
〇
三
三
五
八
・
二
八
八
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

剛
〇
三
二
二
三
五
八
・
二
八
八
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